
2022年度（令和 4年度）第 4回
 福山・笠岡地域公共交通活性化協議会

日 時：2023年（令和 5年）3月 27日（月）14:00～
場 所：まなびの館ローズコム４階小３会議室   

次   第

１ 開 会

２ 議 事

 （１）協議事項

① 2022年度（令和 4年度）歳入歳出予算の補正について

②  福山・笠岡地域公共交通計画骨子案について ・・・ 別冊１

（福山・笠岡地域公共交通網形成計画での目標達成状況の評価を含む）

（２）今後のスケジュールについて 

３ その他

    福山・笠岡地域公共交通だよりについて

４ 閉 会



2022年度（令和4年度）第４回 

福山・笠岡地域公共交通活性化協議会 

会 議 資 料 

議事 

（１）協議事項 

①2022年度（令和4年度）歳入歳出予算の補正について・・・１ページ 

②福山・笠岡地域公共交通計画骨子案について・・・・・・・・ 別冊１  

（福山・笠岡地域公共交通網形成計画での目標達成状況の評価を含む） 

（２）今後のスケジュールについて         ・・・・・・・３ページ 

２０２３年（令和５年）３月２７日（月） 



歳入 （単位：円）

１ 負担金
１ 負担金 福山市： 9,000,000(8,487,000）
１ 負担金 笠岡市： 1,650,000

２ 補助金
１ 補助金
１ 補助金

３　繰越金
１ 繰越金
１ 繰越金

４　諸収入
１ 諸収入
１ 雑収入

歳出 （単位：円）

１ 運営費
１ 会議費
１ 会議費

２ 事務費
１ 事務費

２ 事業費

１ 事業費

１ 事業費

３ 予備費
１ 予備費
１ 予備費

※歳出費目にかかる予算は，これを流充用することができる。

※摘要に記載の（　）は変更前金額

補正額 補正後予算額

100,000

100,000

18,573,000

△ 200,000

△ 200,000

1,474,000

摘　要

摘　要

761

計 18,399,000

預金利息

5,656,200

2,605,039

款　項　目 現計予算額

10,137,000

款　項　目 予算額

国庫補助金
（地域公共交通確保維持改善
　事業費補助金）

計 18,399,000

費用弁償等

施設借上料等

地域公共交通計画策定費
:16,973,000(15,499,000)
バス利用データ購入費
：600,000
啓発費:1,000,000

700,000

300,000

17,099,000

300,000

139,000

18,912,000513,000

△ 561,000

補正額 補正後予算額

513,000 10,650,000

513,000 18,912,000

－

－

－

5,656,200

2,605,039

761

議事(１)－①
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前回協議会での指摘事項
■指摘内容と対応状況について

骨子案指摘内容前回資料項目

・（p12）参照・上位計画と関連計画を明確に分類して記載した方が良い
・国の関連法令等についても記載した方が良い

地域公共交通に

求められる役割
（p,12）

・（p12）参照・役割⑤について，“充実を図る”という表現も見直した方が良い地域公共交通に

求められる役割
（p,12）

・（p14,15）参照・「課題・方向性」の整理について，どれが課題で，どれが方向性なの
か，書き分けたほうが良いのではないか

課題・方向性
（p,10,11）

・（p14,15）参照・「課題・方向性」の項目で“利用者への対応”という表現は分かりにく
い為，見直した方が良い

課題・方向性
（p,10,11）

・今後の検討事項・計画の取組には“無料デーの実施”も検討して欲しい

・“無料デーの実施”は，交通事業者だけでなく商業施設や公共も巻
き込んで実施することで地域の活性化に繋がる良い取組になると思
う

基本的な方針（案）
（p,13）

議事（１）－②
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今後のスケジュールについて

（参考） 県の動向
2022年度（令和4年度）
3月末（予定） ・県地域公共交通ビジョン骨子案の作成

2023年度（令和5年度）
12月（予定） ・県地域公共交通ビジョン素案の作成
1～2月(予定） ・議会への報告・パブリックコメントの実施
3月（予定） ・県地域公共交通ビジョンの策定

4月～11月 協議会の開催

2023年度（令和5年度）

・具体的な取組み事業の検討，調整
・県地域公共交通ビジョンとの整合確認

・地域公共交通計画案の作成

12月～3月
・実施計画（利便増進計画）のとりまとめ
・議会への報告・パブリックコメントの実施
・地域公共交通計画の策定

議事（２）
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福山市・笠岡市では、路線バスや航路、乗合タクシーなど地域公

共交通に関する現状を調査し、地域の皆様に将来にわたって公共

交通を利用していただけるよう『福山・笠岡地域公共交通計画』の

策定に取り組んでいます。

市民アンケート調査概要について

福山・笠岡地域公共交通だよりvol.2

福山市、笠岡市の皆様を対象にアンケート調査を行いました。

▼調査実施概要

調査対象 市内在住の15 歳以上の男女・個人

配布部数 5,500 人（ 福山市： 4, 500 人， 笠岡市： 1,000 人）

調査方法 郵送配布・郵送回収・WEB回答

調査時期 令和4年11 月1日（ 金） ～令和4年11 月29 日（ 月）

調査項目 ①回答者属性、②普段の外出について、③コロナ禍による外出の変化、

④外出手段で困ることについて、⑤路線バスの利用について、

⑥JR・井原鉄道・航路・タクシーの利用について、⑦公共交通の取組について

5. 7％

6. 8％

20. 4％

21. 0％

66. 3％

64. 9％

7. 6％

7. 3％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困ることが多い 困ることがたまにある 困ることはない 不明・ 無回答

福山市

(n=1622)

笠岡市

(n=407)
19. 8％

22. 0％

6. 6％

9. 5％

48. 1％

41. 9％

3. 8％

7. 3％

2. 8％

5. 1％

5. 7％

5. 1％

13. 2％

9. 1％

0% 20% 40% 60% 80% 100%
その施設へ行ける路線などが自宅近く を通っていない 路線はあるが乗り場（ バス停や駅など） が遠い
路線はあるが本数が少ない 途中で乗り換えたら行けるが、乗り換えが不便
路線などがあるか、わからない・ 知らない その他
不明・ 無回答

福山市

(n=451)

笠岡市

(n=106)

【外出時に交通手段で困っている人】

交通手段で困る人は福山市で27.8％、笠岡市で26.1％存在しています。

外出手段の問題点は、『路線はあるが本数が少ない』が最も多く、次いで『その施設へ行ける路

線などが自宅近くを通っていない』となっている等、今後は利用状況に応じた適切な運行便数の

確保や路線の再編、乗り換えの利便性向上等が必要です。

▲外出手段で困ること（ 福山市・笠岡市） ▲外出手段の問題点（ 福山市・笠岡市）

【行政支援の必要性】

公共交通を維持していく為に行政支援が必

要と考える人は、福山市では85.7％、笠岡

市では82.3% と、両市ともに8 割以上の方

が行政支援の必要性を感じています。

35. 1％

34. 8％

47. 2％

50. 9％

11. 3％

10. 4％

1. 7％

1. 5％

2. 5％

0. 5％

2. 2％

2. 0％

0% 20% 40% 60% 80% 100%
かなり必要 必要 どちらともいえない
あまり必要ない 必要ない 不明・ 無回答

福山市

(n=1622)

笠岡市

(n=407)

▲行政支援の必要性（ 福山市・笠岡市）

市民アンケート結果について

2.5％

4



市民アンケート結果について

【お問い合せ先】

福山・笠岡地域公共交通活性化協議会事務局福山市建設局都市部都市交通課（084-928-1161）

笠岡市政策部企画政策課（0865-69-2112）

今後のスケジュール
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令和４年11月に第2回協議会、令

和５年2月に第3回協議会を開催いた

しました。

次回は令和5年3月に第4回協議

会を予定しております。来年度も引き続き

関係者と調整しながら、来年度に本計画

の策定を目指しています。

○済 ○済 ○済

【路線バスの利用頻度】

市内の路線バスの利用は少なく、福山市で63％、笠岡市で77％の人が利用していないと回答

しています。

▲市内の路線バスの利用頻度（ 福山市）

ほぼ毎日

（ 平日5日利用を含む）

1. 0％

週に数回

1. 5％

月に数回

4. 3％

年に数回

14. 4％ 年に1回程度

6. 4％

その他

0. 6％

利用しない

63. 1％

不明・ 無回答

8. 7％

n=1622

▲市内の路線バスの利用頻度（ 笠岡市）

ほぼ毎日

（ 平日5日利用を含む）

0. 5％

週に数回

0. 7％
月に数回

1. 5％
年に数回

6. 6％

年に1回程度

3. 9％

その他

0. 2％

利用しない

76. 7％

不明・ 無回答

9. 8％

n=407

【公共交通の必要性】

一方で、公共交通は福山市で84.8％、笠岡市で84.3％の方が必要と回答しています。必要

と回答した方の多くは、将来的な不安や“高齢者や体が不自由な方への支援を充実”等も考え

を持っています。

▲公共交通の必要性（ 福山市・笠岡市）

37. 6％

37. 6％

46. 7％

47. 2％

10. 6％

11. 8％

0. 7％

0. 7％

2. 0％

0. 9％

2. 5％

1. 8％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かなり必要 必要 どちらともいえない

あまり必要ない 必要ない 不明・ 無回答

福山市

(n=1622)

笠岡市

(n=407)

【公共交通を利用していないが、
必要と回答した人の意見（抜粋）】

〇現在は自分で運転が出来るので良いが，免許書を返納した

後を考えると不安。（ 70歳代，男性）

〇私は自分で運転して買い物も通院も行けますが高齢者や体

の不自由な方への支援を充実して頂ければいいと思う。

（ 30歳代，女性） 等

0. 7％
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福山・笠岡地域公共交通計画 

（骨子案） 

2023年（令和5年）3月 

福山市・笠岡市 

別冊１

議事(１)－② 
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第１章 計画の目的と位置づけ 

１ 計画作成の目的 

福山市及び笠岡市では，2017年（平成 29年）に地域公共交通網形成計画を作成し，持続可能
で利便性の高い地域公共交通ネットワークの構築に向けた施策に取り組んできた。 
しかしながら，人口減少やモータリゼーションの進展による長期的な利用者数の落ち込みに加えて，新
型コロナウイルス感染症の影響によるライフスタイルの変化，乗務員の担い手不足など，地域公共交通
を取り巻く環境は一層厳しいものとなっている。また，運転免許返納者の増加に伴う高齢者等の移動手
段の確保や，公共交通への利用転換による環境負荷の低減など，地域公共交通は重要性を増している。  
このような状況の中，2020 年（令和２年）11月の「地域公共交通の活性化及び再生に関する法
律」の改正※を踏まえ，地域の社会経済活動を支える社会基盤（ベーシックインフラ）である地域公共
交通を，地域の特性や移動需要に合った，暮らしを支える質の高い地域交通サービスとして持続的に確
保していくため，周辺市町との広域連携を含めた福山・笠岡地域公共交通計画を作成する。

２ 対象区域 

計画対象地域は，福山市，笠岡市とする。なお，計画に基づき具体的な取組を実施するにあたって
は，日常生活において人の移動が多い周辺市町と連携を図るものとする。 

３ 対象期間 

計画の対象期間は，２０２４（令和６）年度～２０２８（令和１０）年度の５年間とする。 

４ 計画の位置づけ 

本計画は，「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の改正に基づき，県や福山市及び笠岡
市の関連計画との整合を図りつつ策定する。 

図 計画の位置づけ

※地域の移動手段を確保するために，住民などの移動ニーズにきめ細かく対応できる立場にある地方公共団体が中心となって，交通事業者等や住民
などの地域の関係者と協議しながら，マスタープランとなる「地域公共交通計画」を作成し，公共交通の改善や移動手段の確保に取り組める仕組
みを拡充するとともに，特に過疎地などでは，地域の輸送資源を総動員して移動ニーズに対応する取組を促すため，持続可能な運送サービスの提
供の確保に資する取組を推進する法律。

【地域公共交通のマスタープラン】

【2市の関連計画】

■福山市
・福山みらい創造ビジョン
（第五次福山市総合計画 第２期基本計画）
・福山市都市マスタープラン
・福山市立地適正化計画

■備後圏域（6市2町）
・第２期びんご圏域ビジョン

■笠岡市
・第７次笠岡市総合計画 後期基本計画
・笠岡市都市計画マスタープラン
・笠岡市立地適正化計画
・笠岡市都市･地域総合交通戦略

【国の関連法令・計画等】

・地域公共交通の活性化及び再生に関する法律
・地域公共交通の活性化及び再生に関する基本方針

福山・笠岡地域公共交通網形成計画
〈2017年度（平成29年度）～2022年度（令和4年度）〉

福山・笠岡地域公共交通計画
〈2024年度（令和6年度）～2028年度（令和10年度）〉

〔本計画〕 改訂

【県の関連計画】

・広島県地域公共交通ビジョン 整合整合
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第２章 福山・笠岡地域の現況 

（１）利用者数の状況
・陸上交通の利用者数は，福山市および笠岡市ともに横ばいで推移していたが，新型コロナウイルス
感染症の影響により大きく減少している。また，市補助金については，新型コロナウイルス感染症の影
響により一時的に増加。 
・海上交通の利用者数は，福山市は減少傾向にあり，笠岡市は横ばいで推移していたが，新型コロ
ナウイルス感染症の影響により大きく減少している。また，市補助金については，新型コロナウイルス感
染症の影響により一時的に増加。 
【陸上交通】

【海上交通】 

（２）人口動態 
①人口推移 
・両市ともに今後は人口が減少する見通しである。 
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②人口構成比
・両市とも少子高齢化が進行。老年人口の構成比が上昇し，年少人口は低下している。 

③運転免許保有率
・特に 75歳以上の女性の免許保有率が低い。

④運転免許返納者数 
・福山市，笠岡市ともに高齢者の運転免許の返納状況は，直近は減少しているものの，長期的には
増加傾向である。 
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図 人口構成比（笠岡市）図 人口構成比（福山市） 

出典：国勢調査 
（各年齢階層人口を年齢不詳を含む総人口で除して算出） 

出典：（免許保有者数）岡山県警/(人口）住民基本台帳

図 年齢階層別運転免許保有率（笠岡市）図 年齢階層別運転免許保有率（福山市）
出典：（免許保有者数）広島県警/(人口）住民基本台帳

出典：岡山県警

図 運転免許返納者数図 運転免許返納者数
出典：広島県警
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（３）新型コロナウイルス感染症の交通事業者への影響 
・新型コロナウイルス感染症の影響により、各交通事業者の収入が減少している。 
・直近では少しずつ回復傾向にあるものの、鉄道，一般乗合バス，タクシーについては，コロナ禍前の
8割程度にしか回復していない。 

（４）新たな交通サービスの導入状況 
・福山市ではオンデマンド（予約式）乗合タクシー，笠岡市では自家用有償運送によるグリーンスロー
モビリティをそれぞれ導入し，地域の移動手段となっている。 

図 オンデマンド（予約式）乗合タクシー 
出典：福山市 出典：笠岡市 

図 グリーンスローモビリティ

図 運送収入（令和元年同月比） 出典：中国運輸局
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（５）乗務員の担い手不足
・バス・タクシー等の自動車運転の職業の求人倍率は全職種平均と比較しても高く，乗務員が不足し
ている。また乗務員の高齢化も進んでいる。 

（６）広域連携の必要性 
・福山市、笠岡市との通勤・通学の
移動に加えて、尾道市、府中市、
井原市、倉敷市など、他の周辺
市町への移動も多くみられる。 
・両市を含む備後圏域においては
「第２期びんご圏域ビジョン」に基
づく連携中枢都市圏の形成が進
められている。 
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図 広島県内の有効求人倍率の推移
（バス・タクシー等の自動車運転及び全職業平均）

出典：警察庁「運転免許統計」

図 広島県内の大型二種免許保有者数 
（2021年）

出典：広島労働局「職業別有効求人・求職及び賃金の状況」 

図 岡山県内の有効求人倍率の推移
（バス・タクシー等の自動車運転及び全職業平均）

出典：警察庁「運転免許統計」

図 岡山県内の大型二種免許保有者数 
（2021年）

出典：岡山労働局「職業別有効求人・求職及び賃金の状況」 

図 通勤・通学による移動 出典：国勢調査

（１日あたりの移動）
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第３章 地域公共交通に関するニーズ 

福山市，笠岡市の市民を対象に地域公共交通に関するアンケート調査を行った。

表 市民へのアンケート調査

調査対象 市内在住の 15歳以上の男女・個人

調査時期 2022 年（令和 4年）11月 1日（金）～同年 11月 29日（月） 

調査方法 郵送及びWEB の併用 

有効回収件数 2,072件（37.7%） ※標本数：5,500 人 

（１）外出時の自家用車利用への依存
・買物先への交通手段として，両市とも８割弱が自家用車を利用しており，公共交通の利用は 1割
もいない。 
・また通院時の交通手段についても，福山市では約７割，笠岡市では約８割が自家用車であり，公
共交通の利用は 1割もいない。 

68.6％
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69.8％

68.5％
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8.9％

4.9％

2.9％

10.8％
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5.4％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車（自分で運転） 自家用車（送迎） 公共交通機関 その他 不明・無回答

福山市

(n=1622)

笠岡市

(n=407)

70.8％

86.9％

11.1％

0.2％

13.3％

4.8％

4.9％

8.1％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福山市 笠岡市 その他 不明・無回答

福山市

(n=1622)

笠岡市

(n=407)
68.8％

62.1％

10.3％

10.9％

7.9％

5.2％

8.1％

12.7％

4.9％

9.1％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車（自分で運転） 自家用車（送迎） 公共交通機関 その他 不明・無回答

福山市

(n=1622)

笠岡市

(n=407)

図 買物先 図 買物の交通手段 

図 通院先 図 通院の交通手段 
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（２）外出時の移動の課題 
・買物や通院など，外出時に交通手段で困る人が両市で約３割いる。 
・このうち特に，駅，病院，買物施設へ公共交通の路線で行く時の問題点として，「本数が少ない」，
「自宅近くを通っていない」との意見が多い。 

（３）新型コロナウィルス感染症による外出機会の変化 
・新型コロナウイルス感染症の影響により，７割を超える人が，買物目的の外出を控えるようになった。 
・また，第 2回市政モニターアンケート（福山市）の結果によると，公共交通から自家用車や自転車
に交通手段を変更していることが伺える。 
・また公共交通の利用に抵抗を感じるようになった人が５割を超えており，かつ今後もこうした抵抗感が
続くと回答した人が 4割弱である。 

51.1％

53.3％

41.0％

40.3％

7.9％

6.4％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 不明・無回答

福山市

(n=1622)

笠岡市

(n=407)
39.7％

35.3％

35.8％

37.2％

5.7％

9.1％

13.1％

16.4％

1.3％

0.6％

4.4％

1.4％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そのまま継続する ある程度元の状態に戻す ほぼ元の状態に戻す

わからない その他 不明・無回答

福山市

(n=994)

笠岡市

(n=229)

19.8％

22.0％

6.6％

9.5％

48.1％
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7.3％
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5.1％

13.2％
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
その施設へ行ける路線などが自宅近くを通っていない 路線はあるが乗り場（バス停や駅など）が遠い
路線はあるが本数が少ない 途中で乗り換えたら行けるが、乗り換えが不便
路線などがあるか、わからない・知らない その他
不明・無回答

福山市

(n=451)

笠岡市

(n=106)
5.7％

6.8％

20.4％

21.0％

66.3％

64.9％
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7.3％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困ることが多い 困ることがたまにある 困ることはない 不明・無回答

福山市

(n=1622)

笠岡市

(n=407)

図 外出交通手段がなくて困ること 図 駅や病院等公共交通で行く時の問題点

図 外出回数の減少・交通手段の変更
（福山市） 

図 外出回数の減少・交通手段の変更
（笠岡市）

図 公共交通利用の抵抗感 図 今後の見通し
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（４）公共交通の満足度
①路線バスの利用状況と満足度
・約６～８割の人が路線バスは「利用しない」と回答しており，その理由として「クルマなど，ほかに便利
な手段がある」，「本数が少ない」との意見が多い。

②地域住民のニーズ
・路線バスの増便，情報提供，バス停までの移動手段の確保，運賃値下げの要望が多い。
・公共交通の必要性や維持のための行政支援の必要性を認める人が 8割以上。 
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図 路線バスの改善点（福山市） 図 路線バスの改善点（笠岡市）

図 路線バスの利用頻度 図 路線バスを利用しない理由

図 行政支援の必要性 図 公共交通の必要性 
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第４章 交通事業者の意見 

交通事業者（鉄道，バス，タクシー，航路）を対象にヒアリング等を行った。

（各事業者に共通する事項） 
・ 新型コロナウイルス感染症の影響により，リモートワーク，交通手段の変更，外出機会の減少等で，利
用者数は大きく減少し，公共交通事業者においては，輸送収入の減少が生じ，公共交通の存続に影
響を与えている。また公共交通の利用者数は，コロナ禍収束後も，完全には元に戻らないと考えている。
・ 世界情勢の不安定化の影響により，原油・原材料費が高騰し，事業継続が難しくなっている。
・ 運行を維持していくためには赤字補填（行政支援）が必要。
・ 乗務員の確保が難しい中，人手不足へ対応するため，人件費等の経費を増やす必要があるなど，事
業継続を難しくしている。 

（バス事業者） 
・ 2025 年 3月で PASPY（交通系 IC カード）が廃止される予定で，代替システムを導入するには，大
きな投資が必要になる。 

（タクシー事業者） 
・ オンデマンド乗合タクシーの主な利用者である高齢者がスマホ（アプリ予約）を使用できない場合，電話
対応が必要であるが，そのためのオペレーターの確保が人手不足で困難になっている。
・ タクシー事業において，アプリ配車が主流になる。相乗りサービス等スマホアプリに活用が増えていく為，利
用者のサービス向上に努めていかないといけない。  

（航路事業者）
・ 航路利用者は，島内の海岸清掃事業の中止等もあり，島外からの利用が減ったことで大きな影響を受
けている。 
・ 今後事業者が連携してまたは地域と一体となって複数のサービスを組み合わせることが必要になる。 
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第５章 前計画の評価 

・前計画（福山・笠岡地域公共交通網形成計画）の評価指標に対する達成状況を整理した。
・「交通環境への不満割合の減少」など，目標値を達成した指標がある一方で，コロナ禍での外出機
会の減少や公共交通の利用機会減少等が要因となり未達成の指標もある。
・今後は，コロナ禍での生活様式の変化等も踏まえた評価指標や目標値の設定が必要となる。 

表 前計画での評価指標の達成状況 
【基本方針①】様々な交通の連携強化による効率的で利用しやすい地域公共交通網の構築

達成状況 評価

計画
策定時

2016年度
(平成28年度)

21.1％

目標値
2022年度
(令和4年度)

21％以下

実績値
2022年度
(令和4年度)

16.8％

計画
策定時

2015年度
(平成27年度)

21,447千人/年

目標値
2021年度
(令和3年度)

21,500千人/年

実績値
2021年度
(令和3年度)

16,618千人/年

【基本方針②】利用者の需要に応じた持続可能な運行（運航）方法への見直し
達成状況 評価

計画
策定時

2015年度
(平成27年度)

17系統

目標値
2021年度
(令和3年度)

8系統以下

実績値
2021年度
(令和3年度)

11系統

計画
策定時

2015年度
(平成27年度)

福山市：176,690千円
笠岡市：  36,452千円

目標値
2021年度
(令和3年度)

福山市：180,000千円
笠岡市：  40,000千円

実績値
2021年度
(令和3年度)

福山市：196,175千円
笠岡市：　56,122千円

【基本方針③】多様な運行方法による過疎化・高齢化に対応した移動手段の確保
達成状況 評価

計画
策定時

2016年度
(平成28年度)

32.7％

目標値
2022年度
(令和4年度)

32％以下

実績値
2022年度
(令和4年度)

30.7％

【基本方針④】多様な関係者と連携した積極的な利用促進施策の推進
達成状況 評価

計画
策定時

2015年度
(平成27年度)

21,447千人/年

目標値
2021年度
(令和3年度)

21,500千人/年

実績値
2021年度
(令和3年度)

16,618千人/年

計画
策定時

2016年度
(平成28年度)

9回

目標値
2021年度
(令和3年度)

10回

実績値
2021年度
(令和3年度)

4回

個別目標 評価指標

目標
1-1

市民におけ
る交通環境
への不満の
削減

市民におけ
る交通環境
の不満割合

・交通環境の不満割合は計画策定時に比べて低下
し，目標を達成している。
・ただし，その内訳をみると，自動車を利用可能な
人の不満割合の減少が大きく，それ以外の人の不満
割合はほとんど変化がないため，自動車利用者にお
ける交通環境の改善により，不満が減少したものと
考えられる。
・一方で，路線バス利用者の不満割合もやや減少し
ており，現在自動車を利用できない人や路線バスを
利用できない状況にある人にとっては，交通環境の
不満は存続しているものと考えられる。

目標
1-2

地域公共交
通の利用者
数の維持

鉄道，路線
バス等，
航路の利用
者数

・2019年度までは、2市合計の利用者数は横ばいの
傾向で推移していたが、その後，コロナ禍の影響に
より，市民の外出回数が減少し，公共交通の利用を
控える人も多く，公共交通利用者数が大きく減少
し，目標値は未達成となった。

個別目標 評価指標

目標
2-1

路線バスの
健全化の向
上

経常収益率
15％未満の
系統数

・福山市においては，該当路線について系統廃止・
変更と他モードへの変更等の見直しを行い該当系統
数は減少（16系統→4系統）した。笠岡市において
は，利用者数が微減傾向にあった上にコロナ禍の影
響等を受けて利用者数が更に減少し，該当系統数が
増加（1系統→7系統）した。2市合計での目標値
（８系統以下）の達成には至らなかった。

目標
2-2

公共交通の
運行(運航)
維持のため
の市負担額
の水準維持

公共交通維
持に係る
市の負担額

・2019年度までは，2市ともに経常収益率の低い系
統等の効率化を進める一方で、行政支援が必要な系
統には必要な対応を行った。その後，コロナ過の影
響による利用者の減少に伴う事業者への支援によ
り，市負担額が一時的に増加したため，目標値の達
成には至らなかった。
・ただし，運行（運航）維持にかかる市負担額の水
準を維持しながら，コロナ禍により利用が一時的に
激減した路線について，運行サービスを確保したこ
とは評価できると考えられる。

個別目標 評価指標

目標
3-1

移動制約者
における交
通環境への
不満の削減

免許を持た
ない市民に
おける交通
環境の
不満割合

目標
4-2

関係主体に
よる積極的
な利用促進
活動の推進

市民向けの
利用促進
活動の実施
回数

・2019年度までは，2市ともに年10回程度の利用促
進の活動を行っており，2019年度は12回の活動を行
い，目標値を超える実績であった。その後は，コロ
ナ禍の影響により、イベント等の活動を大幅に自粛
したことにより，目標年次における目標値の達成に
至らなかった。

・不満割合は低下し，目標を達成しており，実施し
た事業（乗合タクシーの運行･改善及び再編，海上
交通の運行改善，移動支援に係る制度の推進等）に
より，不満度を抑制する要因の一つになったものと
考えられる。
・ただし，満足の割合が増加したものではないた
め，引き続き対応が求められる。

個別目標 評価指標

目標
4-1

地域公共交
通の利用者
数の維持
（※再掲）

鉄道，路線
バス等，
航路の利用
者数

・2019年度までは、2市合計の利用者数は微増の傾
向で推移していたが，コロナ禍の影響により，市民
の外出回数が減少し，公共交通の利用を控える人も
いたことから、公共交通利用者が大きく減少し，目
標値は未達成となった。（※再掲）

未達成

未達成

達成

未達成

未達成

未達成

達成
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・前計画の基本方針①～④に基づく 15 施策の実施状況は，次のとおりである。 

表 施策の実施状況 
実施/
未実施

実施概要

計画事業１　持続可能な地域公共交通ネットワークの構築

［施策①］
路線バスの
運行・改善及び再編

実施

・路線バスの健全化を目標として，経常収益率15％未満の系統について，地域住民と協議を図り，系統
廃止や路線変更，路線新設を実施しているところである。
・しかしながら，特に笠岡市を中心として，コロナ禍の影響等による利用者減少に伴い，経常収益率が
更に悪化しつつある系統が依然として存在しているため，今後も継続的に路線バスの運行・改善及び再
編について検討していくことが必要である。

［施策②］
地域間交流を促進する
公共交通の導入検討

実施

・2018年12月から3か月間，福山・笠岡両市を結ぶ「笠岡・福山買物ライナー」（定時定路線型バス，1
日3往復，毎日運行，対距離制運賃）の実証運行を実施したが，1日あたりの利用者数は10人未満であ
り，運行内容の見直しが求められる結果となった。
・両市間では一定の生活移動のニーズが確認されることから，引き続き，生活移動の実態やニーズに応
じた移動サービスを提供していくことが必要である。

［施策③］
乗合タクシーの
運行・改善及び再編

実施

・路線バスの系統廃止となった地域において，移動手段の確保のため，乗合タクシーを現在８地域に導
入し，一定の成果が見られた。
・今後，乗合タクシーの利便性・効率性をより高めるため，既存の乗合タクシーのサービス内容を適宜
見直すとともに，必要な地域への導入を積極的に進めていくことが必要である。

［施策④］
自家用有償旅客運送の
運行・改善及び再編

実施

・笠岡市北木島地域での自家用有償旅客運送について，需要にあった運行内容に改善するため，地域住民と協議
を行い，コミュニティバスでの定時定路線運行を縮小し，新たに予約制タクシーを導入して利便性の向上を進め
た。
・今後も住民や来訪者の需要を確認しながら，運行内容の改善を行うことが必要である。

［施策⑤］
住民主導による
公共交通導入の仕組みづくり

実施

・地域公共交通の利用が不便な地域において，日常生活における移動手段を確保するため，「住民主体
路線（ふくやま乗合タクシー）導入マニュアル」をとりまとめ，市民への周知を図った。
・乗合タクシーの導入が必要な地域においては，今後も継続的に導入を図り，移動手段を確保していく
必要がある。

［施策⑥］
海上交通の運航・改善

実施

・笠岡市の定期航路について，需要に合った運航内容に改善するため，寄港地の見直しやダイヤ改定を
行うとともに，新船導入により安全性・快適性の向上を図った。
・今後も定期的に利用実態や利用者・地域住民の意見等を把握しながら，適宜サービス内容の改善，見
直しについて検討・実施を行うことが必要である。

［施策⑦］
移動支援に係る制度の推進

実施

・地域公共交通を補完する移動支援として，福山市では「高齢者おでかけ支援事業」，「高齢者老人交
通費助成」を，笠岡市では「買物タクシー（金浦地区）」を，市関係部署間で連携して推進していると
ころであり，今後も継続して取り組む。
・また，笠岡市では，新たな移動支援として，2017年7月から「高齢者タクシー料金助成事業」，2021
年7月から「生活支援訪問サービス事業」（買物等の移動・付添支援）を開始しており，今後も継続し
て取り組む。

［施策⑧］
将来を見据えた新しい
移動サービスの研究

実施

・福山市では，運行事業者の運転手不足への対応のため，バスの自動運転の実証実験を進め，実装に向
けた検証を進めている。また，2市ともに，駅周辺中心市街地での周遊性を高めるため，グリーンス
ローモビリティの実証運行を行い，その効果の検証を進めている。
・今後も継続して，新たな移動サービスの導入に向けて取り組むことが必要である。

計画事業２　交通結節点における乗り継ぎ・待合い環境の改善

［施策①］
乗り継ぎ拠点の設置

実施

・新たな公共施設の設置に伴い，バス路線の新設と路線バス間の乗り継ぎの円滑化のため，バス停上屋
やベンチを設置して，乗継拠点としての機能向上を図った。
・今後も，路線バスの再編や見直しに応じて，適切な乗り継ぎ拠点の配置と機能確保を検討し整備して
いくことが必要である。

［施策②］
バス停留所における
利用環境整備

実施
・高齢者の利用の多いバス停を中心として，バス停へのベンチ設置を実施してきており，今後も利用環
境改善のため，利用者の意見等を把握し，継続して取り組む。

［施策③］
港湾における
利用環境整備

実施
・笠岡諸島の玄関口である桟橋及び待合所を，住民や観光客等が安全かつ快適に利活用できるよう整備
を実施しており，今後も利用環境改善のため，利用者の意見等を把握しながら継続して取り組む。

計画事業３　地域公共交通の利用促進施策の推進

［施策①］
公共交通に係る
情報提供の推進

実施
・公共交通マップ・公共交通総合時刻表を作成し，地域公民館や主要駅，バス案内所などに設置し，情
報提供を行った。
・利用促進のため，SNSの活用などにより，より伝わる情報提供に取り組むことが必要である。

［施策②］
公共交通の
利用意識の向上

実施

・老人大学や小学校でのバスの乗り方教室等の開催やバスに親しむイベント（「バスまつり」）の開催
により，市民の利用意識の向上を進めている。
・今後も，「福山都市圏交通円滑化総合計画」における取組と連携し，環境負荷軽減の視点もPRしなが
ら，新たなターゲットや方法等にも留意して取り組むことが必要である。

［施策③］
観光目的等での
公共交通利用の促進

実施

・バス車内表示への英語併記を実施し，インバウンド対応を進めている。
・福山市では，「鞆の浦」や「福山城」において，来訪者が容易に周遊できるようグリーンスローモビ
リティを導入している。また，笠岡市では，笠岡駅～笠岡港の移動支援として，グリーンスローモビリ
ティの実証実験を実施し，来訪者の周遊性の確保に努めている。
・今後，これらの取組を継続するととも，観光地への2次交通となる地域公共交通の強化についても検
討，実施してくことが必要である。

［施策④］
車両・運賃等に係る取組

実施

・運賃に係る取組として，サマーキッズ定期券など交通事業者独自の企画切符を実施し，その他の取組
として，路線バス車内へのアンケートはがきを設置し，利用者の意見や要望の把握に努めた。
・今後も，利用促進を図るため，利用者がより使いやすい車両・運賃制度等について検討していくこと
が必要である。

施策
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第６章 地域公共交通の役割と課題の整理 

１ 地域公共交通の役割 

地域公共交通に求められる役割について，国の法令や関連計画等を踏まえて次のように整理する。

【国の関連法令・計画】 

【福山市，笠岡市等の関連計画】 

■地域公共交通に求められる役割 

備後
圏域 第２期びんご圏域ビジョン

■戦略の基本理念
・戦略目標①中心市街地等の魅力を高める移動環境づくり
  ・戦略目標②多様な交通モードをスムーズに連携する交通環境づくり
  ・戦略目標③誰もが中心市街地へ快適に移動できる交通体系づくり

■公共交通関連施策等
・公共交通の利用促進に向けた新たな交通システムへの見直しの検討，路線バスのサービス維持・利便性向上，JR笠岡駅の拠点性向上
 や各種交通機関の連携強化，技術革新が進む移動サービスの地域への導入可能性検討などが位置づけられている。

計画

笠岡市総合計画

笠岡市都市･地域
総合交通戦略

笠岡市立地適正化計画

笠岡市都市計画
マスタープラン

笠岡市

■第２節 都市施設整備方針（p,29）
１．交通施設（２）整備方針 『総合的サービスに優れた公共交通網の確立』
  ・鉄道利用における快適性・周遊性の確保 ・路線バスの維持と利便性の向上 ・笠岡港の整備充実と海上交通の利便性向上
  ・環境に優しい公共交通システムの確保 ・公共交通ネットワークの形成

■基本施策 広域的な都市基盤の整備
 ・圏域の将来の発展を見据え，公共交通網の整備や中心市街地の活性化など，住民の利便性の向上や企業の拠点強化につながる
    都市基盤の整備に取り組む

■第４章 都市整備の基本方針
２．交通施設整備の方針（１）整備の方針
・都市拠点間を結ぶ交通施設は，集約型都市構造を形成する上で重要な役割を担っており，通勤・通学者の移動手段の確保，
高齢者や障がいのある人などの自立支援，また交通混雑の緩和や環境負荷軽減のために，公共交通の機能を充実し利用促進を
図ります。

■第２章 豊かさあふれる「ふるさと福山」の実現
４ 立地適正化計画の作成（３）地域公共交通網形成計画との連携の考え方
・立地適正化計画においても，自家用車の利用が困難となる後期高齢者が一気に増加する2025年（令和7年）までに，
都市機能誘導区域をネットワークする利便性の高い公共交通軸を確立することが重要となることから，地域公共交通網形成計画と
連携して取り組んでいきます。

福山市

公共交通に求められる役割の関連記載

■3-6 安心・安全な暮らしの確保
挑戦３：人や企業が安心・安全に活躍できる都市環境の構築
地域公共交通サービスのスマート化
・持続可能な地域交通の維持・確保 ・オンデマンド交通やMaaSなどのモビリティサービスの実装

■活性化戦略2-4 利用しやすい公共交通システムの構築
・鉄道，路線バス，タクシー，旅客船，フェリー等の多様な交通モードを連携し，市民の利用ニーズはもちろん交流人口の増加に
資するため，観光客等のニーズにも適した利用しやすい公共交通システムを構築します。

福山みらい創造ビジョン

福山市都市マスタープラン

福山市立地適正化計画

① 安心安全な暮らしを支える 

② 中心市街地の活力向上を支える 

③ 環境負荷が小さいまちづくりに貢献する 

④ 観光振興や交流促進に貢献する 

⑤ 備後圏域の連携を支える 

地域公共交通の活性化及び再生に関する
法律

■目的（第１条 抜粋）
・地域住民の自立した日常生活及び社会生活の確保 ・活力ある都市活動の実現
・観光その他の地域間の交流の促進 ・交通に係る環境への負荷の低減
を図るための基盤となる地域旅客運送サービスの提供を確保

地域公共交通の活性化及び再生に関する
基本方針

■1-2 地域公共交通の活性化及び再生の目標（抜粋）
（１）住民，来訪者の移動手段の確保
（２）地域社会全体の価値向上
①コンパクトなまちづくりの実現 ②まちのにぎわいの創出や健康増進
③観光振興施策との連携による人の交流の活性化 ④地球温暖化対策をはじめとする環境問題への対応

（３）安全・安心で質の高い運送サービスの提供
（４）新たな技術やサービスの活用による利便性向上の促進
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２ 地域公共交通の問題点 

福山・笠岡地域の現況，市民へのアンケート調査，交通事業者へのヒアリング等から，地域公共交
通の問題点を次のように整理する。

問題点 状況 
①公共交通利用者数の減少 ・ 人口減少やモータリゼーションの進展による長期的な利用者数の減少

・ 新型コロナウイルス感染症の影響により，リモートワークの増加，外出
機会の減少，交通手段の変更（公共交通から自動車への利用転
換）等による利用者数の激減
・ こうした状況はコロナ禍後も継続し，公共交通利用者は完全には元に
戻らないと予想されている。 

②交通事業者の経営悪化 ・利用者数の落ち込みにより，交通事業者の収入が減少し，公共交通
の存続に影響。加えて，原油・原材料費の高騰が，経営を圧迫。
・ 2025 年 3月に PASPY（交通系 IC カード）が廃止される予定で，
代替システムを導入するために，今後，大きな投資が必要。 

③乗務員の担い手不足 ・乗務員の担い手が不足。乗務員の高齢化も進み，今後、より状況が
悪化する見通し。
・雇用促進のために給与を上げたいが，赤字経営の状況では困難。 
・オンデマンド乗合タクシーの主な利用者である高齢者が，スマホ（アプリ
予約）を使われないため，電話対応が必要であるが，人手不足により
対応が困難な状況になっている。 

④公共交通の利便性の低下 ・市民アンケートでは，多くの市民が公共交通の必要性は認識している
ものの，実際の買物や通院では，自家用車を利用しているケースが多
くを占める。 
・買物，通院等の日常生活において，特に，路線バスに対する不満の
回答割合が多く，「路線バスの増便」，「バス停までの移動手段の確
保」，「運行ダイヤの情報提供」に関する要望が多い。
・両市間での移動は多いが，細やかな公共交通サービス（運行（運
航）ルート，ダイヤ等）が行き届いていない。
・来訪者の移動需要に十分対応できていない。 

⑤高齢者等の移動手段の確保 ・高齢者の免許返納者数は，コロナ禍で一時的に減少しているものの，
人口構成比の推移からみても，長期的には増加傾向である。
・免許を持っていないのは，特に 75歳以上の女性が多く，こうした方々
の移動手段を確保していくことが必要。 
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３ 課題解決の方向性 

地域公共交通に求められる役割と問題点から，課題解決の方向性を次のように整理する。

課題① 利用者の回復と更なる拡大
 求められる役割：①②④
 対応する問題点：①④⑤

 免許をもっていない高齢者や学生など車を運転できない人にとって，地域公共交通はなくてはならない
移動手段であり，また，地域の社会経済活動を支える社会基盤として，利用者の減少や利便性の
低下に対応する必要がある。 

【課題解決の方向性】 
 地域公共交通を維持・確保していくためには，利用してもらえる地域公共交通サービスへと改善する
必要があり，効率的なネットワークへの再編や利便性の強化とともに，地域公共交通を身近な移
動手段として広く市民に定着させて利用者数を回復させ，さらに新たなニーズの発掘にも取り組む。 

課題② 持続可能性の確保 
 求められる役割：①②
 対応する問題点：②③ 

 地域の発展を支える社会基盤として，地域公共交通の持続可能性を高める必要がある。 

【課題解決の方向性】 
 適正な行政支援のもとで，地域公共交通の事業健全化を図るとともに，官民や分野に捉われない
連携・協働による地域公共交通の維持・確保に取り組む。 

課題③ 移動需要への対応 
 求められる役割：①③④
 対応する問題点：④⑤

 地域住民や来訪者の移動需要に対応した適切な交通サービスの提供が必要である。 

【課題解決の方向性】 
 地域特性や移動需要に応じた交通モードを適材適所に配置して，日常生活や地域の社会経済活
動を支える持続可能な地域公共交通ネットワークを構築する。 
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課題④ まちづくりとの連携 
 求められる役割：③⑤
 対応する問題点：①④

 都市計画マスタープランで示される将来都市構造や立地適正化計画で示される「多極ネットワーク型
コンパクトシティ」の実現に向けて，将来のまちづくりと整合した地域公共交通ネットワークの構築を進
める必要がある。 

 備後圏域においては「第２期びんご圏域ビジョン」に基づく連携中枢都市圏の形成が進められており，
圏域の一体的な発展を支えるまちづくりとの連携が求められている。 

 両市ともに環境負荷が小さいまちづくりを目指しており，地域公共交通の利用促進が必要である。 

【課題解決の方向性】 
 都市拠点や都市機能誘導区域・居住誘導区域等を有機的に結び，地域の骨格軸となる地域公
共交通ネットワークを構築する。 

 地域住民や企業等と連携してマイカー等からの利用転換を促進し，CO２排出量の削減に努める。 

課題⑤ 新たな技術の活用 
 求められる役割：②③④
 対応する問題点：②③④

 ５Gなどの情報通信技術（ICT）や人工知能（AI）などの新たな技術を活用し，地域公共交通
の抱える問題の解決につなげることが必要である。 

【課題解決の方向性】 
 地域公共交通の利便性や効率性の向上，事業運営の負担軽減，地域の魅力創出などにおいて
交通サービスの検索・予約・決済を一括で行う MaaS（マース：Mobility as a Service），グリー
ンスローモビリティ（通称「グリスロ」）や AI オンデマンド乗合タクシーなどの新モビリティサービス，自動
運転などの新たな技術の活用が期待されおり，社会実装に向けた取組を推進する。 
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第７章 地域公共交通計画における取組 

１ 基本的な方針 

（１）地域公共交通ビジョンと基本方針 
地域公共交通の現状と課題，求められる役割を踏まえ，地域公共交通の活性化及び再生のための
指針となる「地域公共交通ビジョン」並びに「基本方針」を次のように設定する。 
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（２）立地適正化計画等と連携した地域公共交通ネットワークの配置方針 

分類 配置 機能・役割（主な交通モード）

基幹交通 
都市間 都心地区・都市拠点と近隣市町との広域移動を担うネットワーク（鉄道・バスなど） 

拠点間 都心地区・都市拠点間又は都心地区・都市拠点と地域拠点や都市機能誘導区域
との移動を担い，多くの人流を支えるネットワーク（鉄道・バスなど） 

準基幹交通 拠点間 上記以外で，基幹交通と地域拠点や主要な市街地等を連絡し，地域の日常生活
を支えるネットワーク（バス・航路など） 

補完交通 
中心部 都心地区・都市拠点内の周遊を支援するネットワーク（バス・タクシーなど） 

地域内 郊外部等の市街地・集落と基幹交通や準基幹交通とを連絡し，人口が低密な地域
の移動を支援する交通サービス（バス・タクシー・乗合タクシー・自家用有償など） 
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２ 取組の方向性（案） 

各取組の具体的な内容については，今後，交通事業者など関係者との調整検討を経て，協議会で
議論する。

基本方針１ 効果的で実効性のある利用促進策の推進

〔取組１〕 事業者・市民への意識啓発
自家用車から公共交通等への利用転換に取り組む既存の枠組み（ベスト運動）を
基に，周辺市町との連携を強化し，環境意識の高い事業者や市民を巻き込んだ公
共交通利用の啓発に取り組む。

〔取組２〕 利用者目線でのわかりやすい情報提供
GTFS(標準的なバス情報フォーマット)の活用や，わかりやすい「目的地別時刻表」の
作成，主要路線沿線住民に対するバス停やダイヤの周知など，バスが移動の選択肢
になるよう新たな情報提供に取り組む。

〔取組３〕 柔軟な運賃制度の検討
鉄道，バス，乗合タクシーなどの乗り継ぎ運賃割引など利用しやすい柔軟な運賃制
度について検討を行う。

〔取組４〕 運行回数・ダイヤの改善
路線バスやオンデマンド乗合タクシーなどの利便性を高めるために，地域の特性や移動
需要にあった運行回数・ダイヤの改善に取り組む。

〔取組５〕 待合い環境の向上 
バスの待合いや乗り継ぎなどの環境の向上を図るため，利用者の多いバス停へのベン
チ設置などの環境整備に取り組む。

〔取組６〕 移動制約者に配慮したサービスの充実 
鉄道駅や車両のバリアフリー化，運転免許返納者への公共交通利用支援など利用の
しやすさの向上に取り組む。

基本方針２ 連携・協働による地域公共交通サービスの提供 

〔取組７〕 地域や交通事業者などとの連携・協働による取組 
バスやローカル鉄道の利用促進を図るための企画車両の運行やイベント開催など，地
域や交通事業者，関係団体，企業などとの共創事業の検討に取り組む。

〔取組８〕 国・県・周辺市町との連携・協働による取組 
国・県・備後圏域における周辺市町と連携して，市町に跨る鉄道やバスの利便性の
向上，乗合タクシーなど補完交通の導入などにより公共交通の利用促進に取り組む。

〔取組９〕 地域公共交通の維持・確保のための行政支援の適正化
国の法改正に伴う補助制度の見直しなどの動向，公共交通ネットワークの再編などに
合わせて，地域公共交通の維持・確保のための行政支援の適正化に取り組む。

〔取組 10〕 乗務員確保のための雇用促進，人材育成 
乗務員（ドライバー）の不足に対応するため，雇用促進や人材育成に取り組む。 

広域
連携

広域
連携

広域
連携
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〔取組 11〕 観光周遊を喚起する移動支援の充実 
主要な観光地（鞆の浦・福山城・北木島）におけるグリスロの活用，路線バスや航
路による観光地へのアクセス性の向上に取り組む。

基本方針３ まちづくりと一体となった持続可能なネットワークの構築 

〔取組 12〕 地域公共交通ネットワークの見直し
社会基盤である地域公共交通の持続可能性を高めるため，効率的な運行となるよう
にバス路線の再編（系統見直し，フィーダー化など）に取り組む。 

〔取組 13〕 交通モードの適材適所な配置 
地域特性や移動需要に応じた適材適所な交通モード（バス，乗合タクシー，自家用
有償旅客運送，お出かけ支援など）の配置に取り組む。 

〔取組 14〕 交通拠点の整備・改善 
交通・交流の拠点となる駅前や各種の施設において，鉄道やバスなどの乗り継ぎがし
やすい環境の整備・改善に取り組む。

基本方針４ 新たな技術の活用による地域公共交通サービスの向上 

〔取組 15〕 Maas の推進 
ICOCA などの導入により，様々な交通モードの予約・検索・決済等を一括で行った
り，店舗や施設などのサービスと連携できる MaaS の推進に取り組む。

〔取組 16〕 自動運転技術の活用検討 
移動に関する地域課題を解決するために，自動運転技術の活用検討に取り組む。 

〔取組 17〕 新たなモビリティサービスの導入 
オンデマンド乗合タクシー，グリーンスローモビリティなど新たなモビリティサービスの導入や
活用について，官民で連携して取り組む。

・・・特に周辺市町と広域的に連携・協力して実施する取組

広域
連携

広域
連携


